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　令和５年６月の法人理事会・評議員会を経て、このたび当財団の代表理事を仰せつかることになりま
した。理事職10年あまりでこのような役割を与えられ、責任の重さをひしひしと感じています。
　先立って潤和会記念病院では、４月1日濵川俊朗院長就任、６月１日矢澤省吾副院長(脳神経内科)、
濵砂亮一副院長(脳神経外科)就任により、副院長職は佛坂正幸副院長(外科)、上原久生副院長(脳
神経外科、脳神経センター長)との４名体制となりました。また、大野和男前代表理事は当財団と社会
福祉法人凌雲堂の連携強化のため、両法人統括理事として経営に携わり、外来診療も継続します。
　濵川院長は就任挨拶で「変化の激しい環境の中で、変わらなければその場にいることすらできない」
と、環境に合わせて病院を進化させていく決意を述べました。面前には病院等の機能分化・連携を進める
地域医療構想への対応があり、そのほかデジタル技術がもたらす医療の変化、新興感染症、深刻な生産
年齢人口の減少と高い高齢化率、災害多発・激甚化等についても数年内の対応を迫られています。
　７４床に始まり、救命救急医療から急性期、回復期、慢性期、緩和ケアまで一貫して提供できる体制を
作り上げてきた当院の60年は「時代の要請に素早くこたえ、変化してきた」歴史です。やりたいことより
「求められること」に敏感であり続けたのは、基本理念「人間愛」からくるのかも知れません。
　「人間愛」に共感して集まった職員7４０名と一丸となり、患者・ご家族様から「この病院で良かった」、
地域の医療機関・施設様から「紹介できる病院」「連携しやすい病院」、若い人たちから「働きたい病院」の
言葉が頂けるよう、法人本部の立場で努力して参ります。新たな体制の当院をよろしくお願いいたします。
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患者の皆様の権利に関する宣言

潤和会記念病院　院長　濵 川 俊 朗

当院では、患者の皆様の尊厳や人間性が尊重され、パートナーシップを強化し、以下の権利が守られることを宣言します。
１．良質の医療を受ける権利
     患者の皆様は、差別されることなく適切な医療を受ける権利を有します。
２．選択の自由の権利
     患者の皆様は、医師や病院或いは保健サービス施設を自由に選択し、変更することができます。また、いかなる段階
においても別の医師の意見を求める権利を有します。

３．自己決定権
     患者の皆様は、自分自身に関わる自由な決定を行う権利を有し、それに必要な情報を得る権利を有します。
４．意思に反する処置
     患者の皆様の意思に反する診断上の処置或いは治療は、原則的に行いません。
５．情報に関する権利
     患者の皆様は、医療上の自己の情報を得る権利を有します。また、知らされずにおく権利と自分に代わって自己の情
報の提供を受ける人を選択する権利も有します。

６．守秘に関する権利
     診療の過程で得られた患者の皆様の個人情報は、全て保護されます。
７．尊厳を得る権利
     患者の皆様は、いかなる状態にあっても人格的に扱われ、尊厳をもってその生を全うする権利を有します。

記念病院 理念

「人 間 愛」

記念病院　基本方針

１.患者様の人権と意思を尊重し、患者様の立場に立った医療の提供
２.地域の中核的病院として、専門的且つ高度な医療を実践
３.チーム医療を推進し、より良い医療の希求
４.豊かな人間性を備えた医療人の育成
５.職員が意欲を持って働ける職場環境

濵川院長（中央）と副院長 法人理事、各診療科部長、各職種幹部



潤和会記念病院　院長　集中治療部　濵川　俊朗潤和会記念病院　院長　集中治療部　濵川　俊朗

「いいかい。ここでは力の限り走らなきゃいかんのだよ、
同じ景色を見るためにはね。」
　　　　　　　　　　　  -赤の女王仮説と新型コロナウィルス感染症-

「いいかい。ここでは
」

　　　　　　　　　　　  -赤の女王仮説と新型コロナウィルス感染症-


